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I猷文考参

国土庁土地局 (1975):土地分類調査 (長崎県〕

多良岳周辺

23-1.多良岳山麓

(1) 地形 ・地質

多良岳(標高 983m)の本体は更新世に噴出した豊肥火山岩類(藤津周〉からなるが，東西の山

麓部の一部に新期玄武岩類と 山頂部付近に山陰系角閃石安山岩類が噴出している。一方，火山本

体の下部は，第三紀中新世から鮮新世にかけてl費出した火山岩類な どからなっており ，:11麓部に

その下位は古第三紀の砂岩，頁岩層からなっており ，北西麓と南麓部に

( 1) 

23. 

点在 している。さら に，

若干分布している。

火山体は東西約 26km，南北約 30kmのやや南北に仲びただ円形をなす円錐休からなるが，

放射状に発達する深い谷によって浸食されている。

国営の樹園地造成および畑地かんがい事業 (630ha)として実施されている多良岳地区が，

火山体北東側の標高 20-390m 聞に位置しており ，主として浸食からまぬかれた山麓緩斜面上

この

これらの緩斜面は虫肥火山岩類の最下位層である経ヶ岳火砕岩類からなってに造成されている。

谷底部に部分的に松、浦玄武岩類が分布している(図2-9-97)。

7.k 下地

いて，

(2) 

有明海に函した海岸沿いに若干の浅井戸や深井戸があっ多良岳山体の北東麓は佐賀県に属し，

て，農業用や飲料用に利用されている。深井戸の帯水層 は経ヶ岳火砕岩類および大村安山岩類で，

部分的に新期玄武岩類 となっている。
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南西麓は長崎県に属し，山麓周辺部で湧7.)(，浅井戸および深井戸による農業用と飲料用の地下

水利用が盛んで‘ある。 ここでも経ヶ岳火砕岩類中からの取水が大半を占めるが，大村安山岩類や

松浦玄武岩類か らの地下水も利用されている。

多良岳地区は，受益地の標高がかなり高位置にある こと から，作井 も標高 20m から 270m に

かけて掘削された。付近の谷は，100m程度下刻され，かつ放射状に開析されていて流域が狭い

ことから，掘削深度を深くして必要水量を確保せざるを得ない。 7本の作弁はいずれも 300m 以

上 とかなり深くなった。作弁位置は図 2-9-97に， 地質断面図は図 2-9-98にそれぞれ示した。

地表面には経ヶ岳火砕岩類である凝灰角磯岩 (部分的に凝灰岩を扶む〉が分布し，その層厚は 100

m 以上であるが，D ~D' 断面では 200 m 程度 と厚くなっている。それより以深は黒灰色ない し

暗黒色の撤密な玄武岩ないし多孔質玄武岩と凝灰角磯岩および凝灰岩の互層からなる松浦玄武岩

類になる。本層の眉厚は 300m 以上である。 玄武岩には板状節理や最大 1cm程度の気孔 の発

達した部分がみられるが，いずれも二次鉱物 (主と してが1I石〉によ って充填され，必ずしも良好

な帯水層とはいいがたい。

ス トレーナーの位置は作井時の逸水部や凝灰角磯岩の風化音[1にセ y 卜されている。なお，作井

No.7の深度 260m 以深は古第三紀層の砂岩に逢着している。

これら 7井の段階揚水試験結果 (図2-9-99)(m) 

水
位
降
下
北

によれば，高標高部にある作井ほ ど揚水可能

量の少ない傾向を示す。 NO.3を除けば，水

位低下量 10mで、揚水できる水量は全体で、日

量約 2，400m3
で，水位低下量を 15m にすれ

ば， 1弁当り 300~ 1，300 m3/dとなり ， 6井

によ って日量3，800m
3
とほぼ計画揚水量を満

足する ことにな った。

自然水位は，NO.1を除き，いずれも一般

に浅 く， 海岸線に近い NO.5や NO.6は毎分

161程度の自噴がみられた。

揚水試験によ る透水量係数は 10-3~ 10-5 

m2/s で，貯留係数は 1O-5 ~10- 7 である。水

温は 18~ 200 C，塩素イオンは 70~80 ppm 

程度合有している。

作井の深度はいずれも海抜 Om 以下であり ， と くに NO. 5 ~ No. 7 は海岸線沿いに位置するこ

とから，塩水化の危険がある。現状では，水位低下孟を 15m としても，t湯水水位は海水面下 に

なっ ていないが，今後十分の注意を要する。

10 

50 

5 

50 100 506 1，000 (nf! d) 
揚7kiil:

図2-9-99 段階揚水試験結果図

(猿山光男〕

参考文献

(1) 松本径失 (1973):多良岳火山区地質図，国立公園協会
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23-2.郡川扇状地

(1) 地形 ・地質

君li川扇状地*は多良岳火山の経ヶ岳(標高 1，076m)を源として商流し，大村湾に注ぐ郡川の河

口に発達している。郡川の流路長は 17.5kmであ り，河口か ら4.5km上流の坂口地点から典型

的な扇状地を形成している。扇頂部の標高は 45mで，扇径は 3.5-3.8kmであり，平均勾配は

ほぼ 1/80程度である。扇状地の山地流域面積は 63km
2
で，扇状地面積 20km

2
の約 3倍となっ

ている。

大村市の市街地は主としてこの扇状地面上に位置しており，農業用をはじめとする各用途の地

下水利用が主として浅井戸によって行われている。

脊後地の山地は古第三紀の毛屋眉，更新世中期の北西九州玄武岩類および多良岳火山岩類から

なっているω。毛屋層は砂岩，泥岩からなり，鈴田)11沿いに分布し，北西九州玄武岩類は郡山川

沿いと 日岳付近にそれぞれ部分的に露出している。その上位に全体的に多良岳火山岩類の多良岳

火山砕屑物，大村安山岩類，飯盛岳安山岩類などが担っ ている。

(2) 地 下 水

郡川扇状地は坂口を扇頂部とする旧期のものと，郡)11と支流の佐奈川内川の合流点付近を扇頂

部とする新期の ものからなっ ている〈図 2-9-100)。郡川は旧期扇状地の扇頂から新期扇状地の扇

頂にかけて下刻しており，この区間で伏流となって， 新期扇状地の扇端部で流出する。寿古郷や

沖回郷では扇端泉がみられる。扇状地の周辺部では深度 30m程度で基盤をなす第三紀層や溶岩

に達するが，扇状地の中心部では砂磯層を主とする扇状地土佐1漬物が 60m以上 もあって，下層は

確認されていない。扇状地の中心部で

は砂f劇冨が，周辺の山際では砂礁周と

溶岩が主要帯水}~となっている。扇状

地中央部にあ る大村市 1号水源井，同

3号水源、井および同 6号水源、井の比湧

出量は 180-270m
3
/d/m，透水係数は

10-5 m/sを示している。溶岩層の比

湧出量は 30m
3/d/m程度と扇状地砂

礁j習に比べかなり 小 さい。

扇状地内の不圧帯水層の透水係数は

5.0XlO-4-9.9X10-4 m/sと大きくな

っている。 このため，降水やかんがい

水の浸透は容易で、あり，夏季の地下水

位は冬季のそれに比 しでほぼ 2-3m

高くなっている(図 2-9-101)(2)。扇

状地内では浅井戸が主とて分布する。

大村扇状地とも呼ばれる。

図2-9-100 君H川扇状地水文地質図

(村下 ・菅野 ・村上(2)を一部修正〉

(山地の地質区分は地質調査所(1)による)
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図2-9-101 地下水面寄与高級図 〈単位 :m)

(村下 ・菅野 ・村上(2)による〉

m3
(3)*を取水している。

国鉄大村線の岩松駅北東部では，多良岳火山砕屑物層中

から高井戸や深井戸によって取水され， また， 日岳〈標

高258m)の南西にある海岸沿いでは，玄武岩中の地下

水が浅井戸と深井戸によって採取されている。

湧水や集71<.渠は，佐奈川内川右岸のやや難透水d性の大

村安山岩の上位にのる鉢巻山玄武岩から流出するものを

利用 している。

農業用の井戸は，水田補水用と して 52%(162本)，畑

地や樹園地かんがい用に 35% (108本)，防除用に 7%

(21本)，施設園芸用に 5% (14本〉が使われている。

水道用水源は現在深井戸 15本あり，日平均 26，000

m3
を取水し，62，300人に給水している。全水源に占め

る地下水源、の割合は 98% で，給水率も99.5% と高い。

地下水を利用する工場は 74事業所であり，日量 12，000

現在までの ところ顕著な塩水化はみられていない。 しかし，大村市 1号水源井は，揚水水位が

7m以上に低下すると塩水化する (2)といわれている。したがっ て，塩水化について今後十分留意

する必要がある。

(猿山光男〕

参 考文献

(1) 地質調査所 (1966):5万分の l地質図i幅 「大村」および同説明書

(2) 村下敏夫 ・菅野敏夫 ・村上 笠 (1966):長崎県君fl川扇状地の地下水，地質調査所月報，Vo1. 17， 

No.4 

(3) 通商産業大臣官房調査統計部 (1981):昭和 54年工業統計表 (用地 ・用水編)

(4) 九州農政局 (1960):特殊地区地下水調査西九州地区地下水取水施設位置図 (長崎県〉 および同台帳

(5) 九州農政局計画部 (1977)・地下水利用実態調査農業用地下水取水施設位置図(長崎県〉および同台帳

24. 金峯 山 麓

(1) 地形 ・地質

熊本市街地の西方約 5kmに標高 665m の金峯山 がある。金峯山は二重式火山 の中央火口丘

(トロ イデ〉であって，角関石安山岩類からなる。 旧カ ノレデラ湖には珪藻と植物化石を含む泥岩が

分布しており，芳野屈と名付けられている(1)。

カノレデラ形成前の山体は主として両手fL石安山岩と同質の集塊岩が成層状をなして分布しており ，

一部に玄武岩類も み られる。芳野眉以前jに堆積した安山岩類を古期金峯安山岩類，それ以後に堆

積した安山岩類を新期金峯山溶岩類とそれぞれ称されており (1) 前者が更新世前期の，後者が更

* 大村 ・諌早工業地区としてまとめられているものなので，郡川扇状地における取水量は，このうちの70

%程度を占めるであろう。なお，上水道用水からの利用水量は除外しである。


